
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（諏訪地域） 

令和６年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 

「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

事業名 諏訪湖に学ぶ 

事業主体 

（連絡先） 

諏訪湖クラブ 

 

事業区分 教育、文化の振興 

事業タイプ ソフト 

総事業費 766,855 円（うち支援金： 585,000 円） 

・諏訪湖の誕生、諏訪湖の鳥類、諏

訪湖の漁業や岡谷に発展した蚕糸

業とカイコの歴史を通して地域と

のかかわりなど子どもたちの学び

にしたい 

※自己評価【A】 

【理由】諏訪湖は、縄文の昔から現

在まで、諏訪地域の生活と切って

も切れない関係にあります。諏訪

湖のなりたち、漁業や鳥の生態な

ど諏訪湖に関すること知ることに

より自然環境の保全を学ぶことが

できた。 

 

【作成した冊子を前にして】 

 【目標・ねらい】 

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目

毎に記載すること。 

・諏訪の地は中央構造線が走り、それを横切るフォッサ

マグナの形成の過程により諏訪湖は誕生しました。日本

でもまれにみる特殊な地域です。冬の寒さが厳しいため

全面結氷する諏訪湖では特有のやつか漁、氷曳漁法など

が、また他の湖からワカサギを移入して育てるなど先代

の人たちの努力により生業として発展しました。多くの

野鳥が生息する諏訪湖では、冬鳥としてコハクチョウや

カモたちが訪れ、また渡りをする旅鳥の中継地として利

用しています。このような人のかかわりや諏訪湖の自然

の素晴らしさを伝えることが出来ました。 

・諏訪湖クラブは、諏訪湖創生ビジョン推進会議の構成

員として参加し「地域の学びの推進」に取り組んできま

した。令和 2 年 10 月 1 日「諏訪湖の日」に合わせて発

行した冊子「散歩しながら諏訪湖に学ぼう」A4 カラー

72 ページに続くものとして、諏訪の地域の副読本として

いただくために冊子①「日本の近代化を支えた蚕糸業と

カイコについて学ぼう」A4 カラー32 ページ 3,500 冊、

②「諏訪の大地誕生」A4 カラー24 ページ 3,500 冊、③

「諏訪湖の鳥、周辺の鳥」A4 カラー28 ページ 6,000 冊

④「諏訪湖の漁業とさかなたち」A4 カラー40 ページ

6,000 冊を作成し、諏訪郡市の小中学校他に配布するこ

とができました。 

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

学校の取り組みとして、諏訪のことをもっと知ろうとの地域学が積極的に行われています。「日

本の近代化を支えた蚕糸業やカイコの歴史について学ぼう」は実際カイコを飼って絹糸にするこ

とまでのテキストとして利用できる内容となっています。小学校５年生の児童が「蚕を死なせず

に絹糸を取る方法を考える」の研究で文部科学大臣賞を受賞しました。 子供たちはカイコにつ

いてもっと知りたいとの声が高まっているのに答えて学習会の開催など、要望に応えていきたい

と思います。発行した冊子の入手をしたいとの問い合わせが多く寄せられており、諏訪湖クラブ

のホームページに冊子４冊の全文を掲載しました。 


